
JP 2003-532784 A5 2008.5.1

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年5月1日(2008.5.1)

【公表番号】特表2003-532784(P2003-532784A)
【公表日】平成15年11月5日(2003.11.5)
【出願番号】特願2001-582471(P2001-582471)
【国際特許分類】
   Ｃ１０Ｍ 169/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 303/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 303/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 303/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 303/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/74     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 129/18     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 129/24     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 137/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 139/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/08     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/08     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１０Ｍ 169/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 303/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 303/22    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 303/24    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 303/34    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/00    　　　Ｚ
   Ｃ１０Ｍ 105/74    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 129/18    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 129/24    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 137/04    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 139/04    　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30:00    　　　Ｃ
   Ｃ１０Ｎ  30:08    　　　　
   Ｃ１０Ｎ  40:08    　　　　
   Ｃ１０Ｎ  40:30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月12日(2008.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　（ａ）リン酸エステルからなる基材および（ｂ）少なくとも１つの酸
捕捉剤を含む、使用中カルボン酸の生成レベルが低い機能性流体組成物であって、前記酸
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捕捉剤が
（ｉ）式：
　　【化１】

を有するエポキシド、
（ｉｉ）式：
　　【化２】

を有するエポキシド、または
（ｉｉｉ）その混合物
（式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は独立してＨ、－（ＣＨ２）ｎ－Ｒおよび－Ｃ（Ｏ）－Ｒ
１２から選択され、ただしＲ１、Ｒ２およびＲ３の１個または２個は－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２

または－（ＣＨ２）ｎ－Ｒであり；Ｒ４はＨまたは－ＣＨ３から選択され；Ｒ５、Ｒ６、
Ｒ７またはＲ８は独立してＨ、－（ＣＨ２）ｎＲおよび－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２から選択され
、ただしＲ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８の１個または２個は－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（
ＣＨ２）ｎ－Ｒであり；ＲはＨ、直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アルキル基、Ｃ７－１２ア
リールアルキル基、－Ｏ－Ｒ１０、－Ｏ－Ｒ９－Ｏ－Ｒ１０、
　　【化３】

または－Ｓｉ－（ＯＲ１１）３から選択され；Ｒ１２は直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アル
キル基およびＣ７－１２アリールアルキル基から選択され；ｎは１～４の整数であり；Ｒ
９はＣ２－６アルキレン基であり；Ｒ１０はＣ１－１２アルキル基であり；Ｒ１１はＣ１

－８アルキル基であり；Ｒ１２はＣ１－１２アルキル基である）
から選択される、前記組成物。
　　【請求項２】　酸捕捉剤が式（Ｉ）を有するエポキシドである請求の範囲第１項に記
載の組成物。
　　【請求項３】　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の１個が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（ＣＨ２

）ｎ－Ｒである請求の範囲第２項に記載の組成物。
　　【請求項４】　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の１個が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範囲
第３項に記載の組成物。
　　【請求項５】　Ｒが直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アルキル基、Ｃ７－１２アリールア
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ルキル基、－Ｏ－Ｒ１０、－Ｏ－Ｒ９－Ｏ－Ｒ１０から選択される請求の範囲第４項に記
載の組成物。
　　【請求項６】　ｎが１である請求の範囲第５項に記載の組成物。
　　【請求項７】　Ｒ１およびＲ２が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（ＣＨ２）ｎ－Ｒであ
る請求の範囲第２項に記載の組成物。
　　【請求項８】　Ｒ１およびＲ２が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範囲第７項に記載
の組成物。
　　【請求項９】　Ｒが直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アルキル基、Ｃ７－１２アリールア
ルキル基、－Ｏ－Ｒ１０、－Ｏ－Ｒ９－Ｏ－Ｒ１０から選択される請求の範囲第８項に記
載の組成物。
　　【請求項１０】　ｎが１である請求の範囲第９項に記載の組成物。
　　【請求項１１】　Ｒ１およびＲ３が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（ＣＨ２）ｎ－Ｒで
ある請求の範囲第２項に記載の組成物。
　　【請求項１２】　Ｒ１およびＲ３が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範囲第１１項に
記載の組成物。
　　【請求項１３】　ｎが１である請求の範囲第１２項に記載の組成物。
　　【請求項１４】　Ｒ４がＨである請求の範囲第２項に記載の組成物。
　　【請求項１５】　酸捕捉剤が式（ＩＩ）を有するエポキシドである請求の範囲第１項
に記載の組成物。
　　【請求項１６】　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８の１個が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－
（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範囲第１５項に記載の組成物。
　　【請求項１７】　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８の１個が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請
求の範囲第１６項に記載の組成物。
　　【請求項１８】　ｎが１である請求の範囲第１７項に記載の組成物。
　　【請求項１９】　酸捕捉剤が
　　【化４】

である請求の範囲第１項に記載の組成物。
　　【請求項２０】　酸捕捉剤が
　　【化５】

である請求の範囲第１５項に記載の組成物。
　　【請求項２１】　酸捕捉剤が
　　【化６】

である請求の範囲第６項に記載の組成物。
　　【請求項２２】　酸捕捉剤が
　　【化７】
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である請求の範囲第６項に記載の組成物。
　　【請求項２３】　酸捕捉剤が
　　【化８】

である請求の範囲第６項に記載の組成物。
　　【請求項２４】　酸捕捉剤が
　　【化９】

である請求の範囲第１項に記載の組成物。
　　【請求項２５】　酸捕捉剤が
　　【化１０】

である請求の範囲第６項に記載の組成物。
　　【請求項２６】　酸捕捉剤が
　　【化１１】

である請求の範囲第３項に記載の組成物。
　　【請求項２７】　酸捕捉剤が
　　【化１２】
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である請求の範囲第３項に記載の組成物。
　　【請求項２８】　酸捕捉剤が
　　【化１３】

である請求の範囲第１３項に記載の組成物。
　　【請求項２９】　酸捕捉剤が
　　【化１４】

である請求の範囲第６項に記載の組成物。
　　【請求項３０】　酸捕捉剤が
　　【化１５】

である請求の範囲第１８項に記載の組成物。
　　【請求項３１】　（ａ）リン酸エステルからなる基材および（ｂ）少なくとも１つの
酸捕捉剤を含む機能性液体の使用中、カルボン酸の生成を低減させる方法であって、前記
機能性液体中に式：
　　【化１６】

を有するエポキシド、式：
　　【化１７】
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を有するエポキシド、またはその混合物
（式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は独立してＨ、－（ＣＨ２）ｎ－Ｒおよび－Ｃ（Ｏ）－Ｒ
１２から選択され、ただしＲ１、Ｒ２およびＲ３の１個または２個は－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２

または－（ＣＨ２）ｎ－Ｒであり；Ｒ４はＨまたは－ＣＨ３から選択され；Ｒ５、Ｒ６、
Ｒ７またはＲ８は独立してＨ、－（ＣＨ２）ｎＲおよび－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２から選択され
、ただしＲ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８の１個または２個は－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（
ＣＨ２）ｎ－Ｒであり；ＲはＨ、直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アルキル基、Ｃ７－１２ア
リールアルキル基、－Ｏ－Ｒ１０、－Ｏ－Ｒ９－Ｏ－Ｒ１０、
　　【化１８】

または－Ｓｉ－（ＯＲ１１）３から選択され；Ｒ１２は直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アル
キル基またはＣ７－１２アリールアルキル基であり；ｎは１～４の整数であり；Ｒ９はＣ

２－６アルキレン基であり；Ｒ１０はＣ１－１２アルキル基であり；Ｒ１１はＣ１－８ア
ルキル基であり；Ｒ１２はＣ１－１２アルキル基である）
から選択される少なくとも１つの酸捕捉剤を混合することを含む、前記方法。
　　【請求項３２】　酸捕捉剤が式（Ｉ）を有するエポキシドである請求の範囲第３１項
に記載の方法。
　　【請求項３３】　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の１個が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（ＣＨ

２）ｎ－Ｒである請求の範囲第３２項に記載の方法。
　　【請求項３４】　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の１個が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範
囲第３３項に記載の方法。
　　【請求項３５】　Ｒが直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アルキル基、Ｃ７－１２アリール
アルキル基、－Ｏ－Ｒ１０、－Ｏ－Ｒ９－Ｏ－Ｒ１０から選択される請求の範囲第３４項
に記載の方法。
　　【請求項３６】　ｎが１である請求の範囲第３５項に記載の方法。
　　【請求項３７】　Ｒ１およびＲ２が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（ＣＨ２）ｎ－Ｒで
ある請求の範囲第３２項に記載の方法。
　　【請求項３８】　Ｒ１およびＲ２が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範囲第３７項に
記載の方法。
　　【請求項３９】　Ｒが直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アルキル基、Ｃ７－１２アリール
アルキル基、－Ｏ－Ｒ１０、－Ｏ－Ｒ９－Ｏ－Ｒ１０から選択される請求の範囲第３８項
に記載の方法。
　　【請求項４０】　ｎが１である請求の範囲第３９項に記載の方法。
　　【請求項４１】　Ｒ１およびＲ３が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－（ＣＨ２）ｎ－Ｒで
ある請求の範囲第３２項に記載の方法。
　　【請求項４２】　Ｒ１およびＲ３が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範囲第４１項に
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記載の方法。
　　【請求項４３】　ｎが１である請求の範囲第４２項に記載の方法。
　　【請求項４４】　Ｒ４がＨである請求の範囲第３２項に記載の方法。
　　【請求項４５】　酸捕捉剤が式（ＩＩ）を有するエポキシドである請求の範囲第３１
項に記載の方法。
　　【請求項４６】　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８の１個が－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２または－
（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請求の範囲第４５項に記載の方法。
　　【請求項４７】　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８の１個が－（ＣＨ２）ｎ－Ｒである請
求の範囲第４６項に記載の方法。
　　【請求項４８】　ｎが１である請求の範囲第４７項に記載の方法。
　　【請求項４９】　酸捕捉剤が
　　【化１９】

である請求の範囲第３１項に記載の方法。
　　【請求項５０】　酸捕捉剤が
　　【化２０】

である請求の範囲第４５項に記載の方法。
　　【請求項５１】　酸捕捉剤が
　　【化２１】

である請求の範囲第３６項に記載の方法。
　　【請求項５２】　酸捕捉剤が
　　【化２２】

である請求の範囲第３６項に記載の方法。
　　【請求項５３】　酸捕捉剤が
　　【化２３】
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である請求の範囲第３６項に記載の方法。
　　【請求項５４】　酸捕捉剤が
　　【化２４】

である請求の範囲第３１項に記載の方法。
　　【請求項５５】　酸捕捉剤が
　　【化２５】

である請求の範囲第３６項に記載の方法。
　　【請求項５６】　酸捕捉剤が
　　【化２６】

である請求の範囲第３３項に記載の方法。
　　【請求項５７】　酸捕捉剤が
　　【化２７】

である請求の範囲第３３項に記載の方法。
　　【請求項５８】　酸捕捉剤が
　　【化２８】
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である請求の範囲第４３項に記載の方法。
　　【請求項５９】　酸捕捉剤が
　　【化２９】

である請求の範囲第３６項に記載の方法。
　　【請求項６０】　酸捕捉剤が
　　【化３０】

である請求の範囲第４８項に記載の方法。
　　【請求項６１】　３－ベンゾキシメチル－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタ
ン、３－デシルオキシメチル－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタン、３－（２－
ｎ－ブトキシエトキシメチル）－７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプタン、３－（５
，５－ジメチル－２－オキソ－１，３，２－ジオキサホスホリナノキシメチル）－７－オ
キサビシクロ［４．１．０］ヘプタン、３－（２－エチルヘキソキシメチル）－７－オキ
サビシクロ［４．１．０］ヘプタン、１－（７－オキサビシクロ－［４．１．０］ヘプタ
－３－イル）－１－ヘキサノン、１－（７－オキサビシクロ－［４．１．０］ヘプタ－３
－イル）－１－フェノン、４－メチル－３－ヘキソキシメチル－７－オキサビシクロ－［
４．１．０］ヘプタン、３－（フェニルメチル）－７－オキサビシクロ－［４．１．０］
ヘプタンおよび６－ｎ－オクチルオキシメチル－３－オキサトリシクロ［３．２．１．０
２，４］オクタンからなる群から選択される酸捕捉剤。
　　【請求項６２】　式：
　　【化３１】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は独立してＨ、－（ＣＨ２）ｎＲおよび－Ｃ（Ｏ）
－Ｒ１２から選択され、ただしＲ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８の少なくとも１個は－（ＣＨ

２）ｎ－Ｒまたは－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１２であり；Ｒ１２は直鎖または分枝鎖Ｃ１－１２アル
キル基またはＣ７－１２アリールアルキル基から選択される）
で表される酸捕捉剤。
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